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Research Abstract
重障児への「訪問教育」は、約20年間に及ぶ経験を蓄積してきた。しかし近年、この経験だけでは対応することが困難な新たな事態に直⾯している。その背景には、障害の重度化と⽣活
や教育のニーズの多様化がある。この動向の下で、教育内容の検討が⼗分になされないままに、「超重障児」をはじめとする多様な事例の受け⼊れだけが急速に進⾏し、教育現場に様々
な問題が⽣じている。⼀⽅、制度⾯では、訪問教育が学習指導要領に明⽂記載されていないこともあり、地域間に⼤きな落差が存在している。本研究では、メンバーがそれぞれ⻑期間に
わたってかかわってきた個別ケースの障害実態、教育的処遇、⽣活形態などに関する具体的資料をもとにしたカンファレンスと、全国訪問教育親の会会⻑や訪問教育担当教員からの現状
と課題に関する報告をもとにした研究会議などを積み重ねた。それを通じて、各地域での制度と教育内容における従来の経験と到達点にみられる問題点を整理することができた。これに
基づき、訪問教育を障害の重度・重複化と教育的ニーズの多様化に応え得る援助システムの中核として位置付けるというコンセプトの下で、「事例遡及的分析による訪問教育の現状把
握」、「指導内容・⽅法に関する実践的教育」、「⽣活環境(地域差)と訪問教育へのニーズに関する調査研究」、「教員⽀援システムの構築」という相互に関連する4個別課題からなる、
今後実践的に検討すべき研究課題を明確にした。
